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基本作業－431　サンプリングの一般的注意事項

　　サンプリング時の注意事項

　（１）　タンク等の貯槽類のサンプル口等の開閉時衝撃を与えないとこと
　（２）　タンク等の貯槽類内へ器物を落とさない。

　（３）　合成樹脂容器は静電気を蓄積しやすいので、可燃物のサンプリング容器として使用しない。
　（４）　ベーパーによる暴露を避けるため、作業者は風向きに注意し、風上側に位置する。
　（５）　高濃度の硫化水素、一酸化炭素等と含むガス、油、水等のサンプリング作業は、所定の呼吸用保護具を着用する。
　（６）　雷発生時には作業しない。
　（７）　液化ガスのサンプリングに当たっては、急激に多量のガスを放出しないこと。容器の過充填、熱膨張による破裂をさけるためベーパーが20％残るようにする。
　（８）　ガソリン等HVP及びIVPのサンプリング時は、ボンディングをとる。
　（９）　加圧状態にある粉体をサンプリングする時は、粉体を急激に放出しない。
＜ベーパーに曝されるのを防ぐため、風向きに注意すること＞
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